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皆さまにおかれましては、ますます御清祥のこととお喜び申し上げます。 

 さて、この度、第 65回全日本中学校技術・家庭科研究大会並びに、第 70回九州地区中学校技術・

家庭科教育研究大会を鹿児島県で開催いたします。 

 本大会に向けて、研究主題を「生活や技術をよりよくすることへの価値を見いだし、自立して学

び続けることができる生徒を育成する技術・家庭科教育」として、技術・家庭科教育の充実発展を

目指し、実践的な研究を進めているところです。 

つきましては、貴職をはじめ、本教科担当の先生方、及び関係各方面から多数の御参加をいただ

き、御指導、御助言を賜りたく御案内申し上げます。 

 

 

大会開催要領 
 

１ 主  催  全日本中学校技術・家庭科研究会 
        全九州中学校技術・家庭科教育研究協議会 

鹿児島県中学校技術・家庭科教育研究会 
 

２ 後  援  文部科学省  鹿児島県教育委員会  鹿児島市教育委員会 さつま町教育委員会 
        全日本中学校長会   鹿児島県中学校長会  

鹿児島県産業教育振興会 
公益財団法人 日本教育公務員弘済会鹿児島支部 
公益社団法人 全国中学校産業教育教材振興協会 

 
３ 期  日  令和８年１１月１１日（水）【会場：城山ホテル鹿児島】 
           午後：九州地区理事研修会、全日中理事研修会 
 

        令和８年１１月１２日（木）【全体会会場：宝山ホール】 
           午前：開会式 全体会・研究発表 
           午後：指導講評（文科省２名） 
 

        令和８年１１月１３日（金）【会場：鹿児島県内中学校４会場】 
           午前：公開授業・授業研究、研究討議 
           午後：研究発表・研究協議・指導講評 
 

第６５回 全日本中学校技術・家庭科研究大会 

第７０回 九州地区中学校技術・家庭科教育研究大会 

鹿児島大会の御案内 （最終案内） 

殿 



４ 日  程 
○ 令和８年１１月１１日（水）【会場：城山ホテル鹿児島】 

                     12:00   13:00     14:00    15:00   17:00 19:00 

受付 
九州地区 
理事 
研修会 

受付 
全日中 
理事 
研修会 

情報 
交換会 

 ○ 令和８年１１月１２日（木）【会場：宝山ホール】 

  9:00 9:30     10:30       11:50     13:00     14:20 14:40     16:00  16:20 

受付 開会式 
全体会 

研究発表 

昼食 

休憩 
指導講評 準備 指導講評 閉会式 

 ○ 令和８年１１月１３日（金）【会場：鹿児島県内中学校４会場】※時間は各校による。 

  9:00 9:30   10:00 10:50  11:00     12:00  13:00    14:20  14:40 

受付 開会式 
公開 

授業 
準備 

授業 
分科会 
研究討議 

昼食 

休憩 

内容別 
分科会 
研究協議 
指導講評 

閉会式 

 
５ 研究主題 

「生活や技術をよりよくすることへの価値を見いだし、 

自立して学び続けることができる生徒を育成する技術・家庭科教育」 
〈主題設定の理由〉 
現代社会には、急速な技術革新や環境問題など多様な課題が存在し、Society 5.0 の実現を見据

えた教育の役割は一層重要となっている。生徒一人一人が持続可能な社会の担い手として、主体的
に生活や社会をよりよくする価値を見いだし、新たな価値を創造していくことが期待される。 
研究を進めるにあたり、生徒の実態調査を行った結果、技術・家庭科の学習が生活と結びつきに

くく、課題発見や解決への意欲が十分に育まれていない現状が明らかとなった。そこで本研究では
「生活や技術をよりよくすることへの価値を見いだし、自立して学び続けることができる生徒を育
成する技術・家庭科教育」を主題に設定した。問題解決的な学習を基盤に、「題材を貫く問いの設
定」「指導と評価の計画」「必然性のある学習活動」を工夫し、生徒が課題を自分事として捉え、主
体的に取り組む力と自立的に学び続ける力の育成を目指す。将来にわたって主体的な行動を支える
基盤になることが期待できると考える。 

 
６ 全体会会場：宝山ホール（鹿児島県文化センター）  

鹿児島市山下町５番３号 TEL 099-223-4221 

  

７ 全体会発表者 

県 名 発表者 演 題 

鹿児島県 
鹿児島市立坂元中学校 

教諭 藤﨑 俊博 

生活や技術をよりよくすることへの価値を見いだし、自立して

学び続けることができる生徒を育成する技術・家庭科教育 

奈良県 

(次期全国大会開催地区) 

宇陀市立大宇陀中学校 
教諭 山本 慎一 
河合町立河合第一中学校 
教諭 堀本 有紀乃 

意味と価値を創造する技術・家庭科の学び 

～ナラティブを通して主体的・対話的で深い学

びを実現する「学びの物語り」～ 

宮崎県 

(次期九州大会開催県) 

延岡市立南中学校 
教諭 武田 基宏  
宮崎大学教育学部附属中学校 
教諭 衣笠 萌木  

 よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築

を目指す技術・家庭科教育 

 

８ 全体会指導講評 

文部科学省 初等中等教育局 教育課程課 教科調査官 

参事官（デジタル学習基盤担当）付情報教育振興室 教科調査官 

国立教育政策研究所教育課程研究センター 研究開発部 教育課程調査官 渡邊  茂一 様 

文部科学省 初等中等教育局 教育課程課 教科調査官                

国立教育政策研究所教育課程研究センター 研究開発部 教育課程調査官 熊谷 有紀子 様 



９ 分科会会場の詳細 

第１分科会 公開授業・研究発表 

鹿児島市立福平中学校 

〒891-0133 

鹿児島市平川町 6004 番地 

TEL 099-261-3624 

FAX 099-261-3645 

会場入口→ 

【公開授業】鹿児島市立福平中学校 教諭 德永 健太郎 

題材名 Ｂ 生物育成の技術 

こだわりのホウレンソウを栽培しよう！ 

【研究発表】鹿児島県立楠隼中学校 教諭 安樂 舟 

内 容 Ａ 材料と加工の技術 

生活や社会をみつめ、自立して学び続ける生徒の育成 ～ 問題解決に至る授業プロセスの充実 ～ 

【研究発表（長崎県）】諫早市立森山中学校 教諭 中村 魁 

内 容 Ｂ 生物育成の技術 

よりよい社会の実現に向け、生活を工夫し創造する資質・能力を育む技術・家庭科教育 

～ 生物育成の技術における、創造的な問題解決の実践を通して ～   

公共交通機関でのアクセスについて 

鉄道：鹿児島中央駅より指宿枕崎線【喜入・山川・方面（下り）】へ乗車 → 五位野駅で下車し、徒歩 10 分 

第２分科会 公開授業・研究発表 

鹿児島大学教育学部附属中学校 

〒890-0065 

鹿児島市郡元 1 丁目 20 番 35 号 

TEL 099-285-7932 

FAX 099-285-7950 

会場入口→ 

【公開授業】鹿児島大学教育学部附属中学校 教諭 橋口 琉菜 

題材名 Ｂ 衣食住の生活（食生活） 

日常食の調理と地域の食文化 

【研究発表】姶良市立重富中学校 教諭 川上 千聡 

内 容 Ａ 家族・家庭生活 

地域の実態や世代の特徴への理解を深め、他者と主体的に関わろうとする生徒の育成 

～ 幼児・高齢者に関する疑似体験と対面交流を取り入れた指導の工夫 ～ 

【研究発表（長崎県）】松浦市立調川中学校 教諭 髙山 玲奈 

内 容 Ｂ 衣食住の生活（食生活） 

家庭分野が目指す資質・能力の向上を図る授業づくり 

～ Ｂ 食生活における『主体的に学習に取り組む態度』を育む学習活動を通して ～ 

公共交通機関でのアクセスについて 

鉄   道：鹿児島中央駅より指宿枕崎線【喜入・山川・方面（下り）】へ乗車 → 郡元駅で下車し、徒歩５分 

鹿児島市電：鹿児島中央駅より鹿児島市電２系統【郡元行】へ乗車 → 純心学園前で下車し、徒歩３分 

第３分科会 公開授業・研究発表 

さつま町立宮之城中学校 

〒895-1803 

薩摩郡さつま町宮之城屋地 391番地 

TEL 0996-53-1587 

FAX 0996-53-0504 

会場入口→ 

【公開授業】さつま町立宮之城中学校 教諭 外城 隼輔 

題材名 Ｄ 情報の技術 

学校生活をよりよくする計測・制御システムを開発しよう 

【研究発表】和泊町立和泊中学校 教諭 小原 大樹 

内 容 Ｃ エネルギー変換の技術 

地域の美しさを守るための問題解決学習を通した、未来志向の技術活用力を育む授業づくり 

【研究発表（福岡県）】糸島市立前原中学校 教諭 曽根崎 幹大 

内 容 Ｃ エネルギー変換の技術 

協力して作ろう！課題解決ロボット ～ ロボコンへの挑戦 ～ 

分科会までのアクセスについて 

★ 鹿児島中央駅よりシャトルバスを運行します。シャトルバスへの乗車を希望する方は、申込時にシャトルバス

申し込みを選択ください。 

第４分科会 公開授業・研究発表 

鹿児島市立谷山中学校 

〒891-0141 

鹿児島市谷山中央８丁目 20 番５

号 

TEL 099-268-3165 

FAX 099-268-3166 

会場入口→ 

【公開授業】鹿児島市立谷山中学校 教諭 金丸 さと子 

題材名 Ｃ 消費生活・環境 

自立した消費者になろう 

【研究発表】薩摩川内市立川内中央中学校 教諭 榎木 美月 

内 容 Ｂ 衣食住の生活（住生活） 

安全・安心で快適な住空間の整え方を考え実践する生徒の育成 

～ 問題解決的な学習と地域連携を通して ～ 

【研究発表（熊本県）】人吉市立第一中学校 教諭 福田 麻友 

内 容 Ｂ 衣食住の生活（住生活） 

学びを生かし、豊かな人生を育む技術・家庭科教育 

～ 住生活における課題を解決しようとする生徒の育成を目指した指導と評価の工夫 ～ 

公共交通機関でのアクセスについて 

鉄道：鹿児島中央駅より指宿枕崎線【喜入・山川・方面（下り）】へ乗車 → 谷山駅で下車し、徒歩 15 分 

駐車場 
無し 



10 指導助言者 

 研究授業 研究発表 行政指導 

第１分科会 

鹿児島大学 

法文教育学域教育学系 

准教授 浅野 陽樹 

鹿児島大学 

法文教育学域教育学系 

教授 寺床 勝也 

鹿児島県教育庁 

義務教育課企画調査係 

主任指導主事 古定 周 

第２分科会 

鹿児島大学 

法文教育学域教育学系 

講師 瀨川 朗 

鹿児島大学 

法文教育学域教育学系 

准教授 金 娟鏡 

鹿児島市教育委員会 

学校教育課 

指導主事 山口 隼人 

第３分科会 

鹿児島県教育庁 

総務福利課教育ＤＸ推進室 

指導主事 時任 志郎 

鹿児島大学 

法文教育学域教育学系 

准教授 深川 和良 

鹿児島県教育庁 

総務福利課教育ＤＸ推進室 

指導主事 時任 志郎 

第４分科会 

鹿児島大学 

法文教育学域教育学系 

准教授 石橋 愛架 

鹿児島大学 

法文教育学域教育学系 

教授 黒光 貴峰 

鹿児島県総合教育センター 

教職研修課 

研究主事 上野 秀子 

 

11 各分科会等の位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 大会申込について 

 ⑴ 大会参加費（資料代） ４０００円 

 ⑵ 昼食代（お茶付き）  １５００円／１日 

 ⑶ 申込期間       令和８年９月１日（火）～９月３０日（水） 

 ⑷ 申込方法       下記のサイトより各個人でお申込みください 

第６５回 全日本中学校技術・家庭科研究大会 
第７０回 九州地区中学校技術・家庭科教育研究大会 鹿児島大会 
https://www.mwt-mice.com/events/gikaken-kagoshima2026/login 

 

13 鹿児島県中学校技術・家庭科教育研究会ＨＰ 

  全国大会に関する連絡は、こちらのホームページに随時アップいたします。連絡事項等は必要

に応じて各自で印刷していただきますようお願いします。 

鹿児島県中学校技術・家庭科教育研究会ＨＰ 

https://ajgika.ne.jp/~kagoshima/ 

 

14 大会事務局（お問い合わせ） 

  鹿児島県中学校技術・家庭科教育研究会 総務部長(鹿児島大学教育学部附属中学校) 森 健太郎 

  〒890-0065 鹿児島市郡元１丁目 20番 35号 

℡：099-285-7932  Mailアドレス：k7558763@edu.kagoshima-u.ac.jp 

第１分科会 

鹿児島市立福平中学校 

第２分科会 

鹿児島大学教育学部附属中学校 

第３分科会 

さつま町立宮之城中学校 

第４分科会 

鹿児島市立谷山中学校 

11 月 11 日(水) 理事研修会会場 

城山ホテル鹿児島 

〒890-8586 鹿児島県鹿児島市新照院町４１−１ 

TEL 0570-07-4680 

11 月 12 日(木) 全体会会場 

宝山ホール 

〒892-0816 鹿児島市山下町５番３号 

TEL 099-223-4221 

さつま町 

鹿児島市 

薩摩川内市 姶良市 


